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岡
山
歴
研
は
四
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
会
員
数
は

毎
年
約
二
〇
名
ず
つ
増

え
、
現
在
は
、
二
五
〇
名

を
超
え
て
お
り
ま
す
。

一
昨
年
は
全
国
大
会
を
開
催
し
、
昨
年

は
奥
州
白
河
大
会
で
来
賓
祝
辞
の
役
割
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
全
国
的

に
認
知
さ
れ
た
歴
史
愛
好
家
団
体
に
位
置

づ
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
も
の
と
意
を
強
く
し

て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、
岡
山
県
で
は
美
作
国
建
国

千
三
百
年
と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
そ
れ

に
呼
応
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
と
と

も
に
、
郷
土
の
偉
人
山
田
方
谷
さ
ん
の
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
化
に
も
積
極
的
に
関

わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
、
全
国
初
と
な
る
県
下
の
歴

史
関
連
団
体
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
載
せ
情
報
発
信
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
新
し
い
取
組
と
し
て
企
画
委
員

会
の
提
案
を
基
に
、
会
員
の
中
か
ら
講
師

役
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
を
勉

強
す
る
と
い
う
参
加
型
の
ミ
ニ
勉
強
会
を

準
備
し
て
お
り
ま
す
。

引
き
続
き
活
動
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

た
め
に
も
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
、

ご
尽
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
会
長　

天
野
勝
昭
）
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今
年
は
美
作
国
建
国
一
三
◯
◯
年
。
美

作
地
域
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
い
ろ
い
ろ

の
行
事
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

津
山
洋
学
資

料
館
館
長
、

下
山
純
正
氏

に
津
山
に
洋

学
が
栄
え
た

背
景
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
。

な
お
、
定
期
総
会
で
「
こ
う
し
て
津
山

洋
学
は
栄
え
た
」（
仮
題
）
と
題
し
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
く
。

美
作
国
建
国
１
３
０
０
年

な
ぜ
津
山
に
洋
学
が
栄
え
た
か

津
山
洋
学
資
料
館　

館
長 　

下
山
　
純
正

厳
し
い
鎖
国
下
に
あ
っ
て
、
洋
学
が
最

も
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
江
戸
後
期
で
す
。

し
か
し
、
洋
学
者
は
い
つ
も
迫
害
に
お
び

え
て
い
ま
し
た
。
研
究
の
条
件
と
し
て
恵

ま
れ
た
も
の
は
何
一
つ
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
洋
学
を

志
し
、
し
か
も
そ
の
大
家
に
な
る
の
は
、

並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
多
く
の
困
難
を
乗
り
越
え
、

全
国
に
名
を
は
せ
た
洋
学
者
が
、
津
山
市

を
中
心
と
す
る
美
作
地
域
か
ら
多
数
出
て

い
る
こ
と
は
、
私
ど
も
に
と
っ
て
も
大
き

な
誇
り
な
の
で
す
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
津
山
藩
で
洋
学
が
栄

え
た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
、

私
見
を
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ず
第
一
は
、
歴
代
の
藩
主
を
初
め
、

藩
の
重
臣
た
ち
が
、
学
者
を
大
切
に
し
、

物
心
両
面
か
ら
援
助
し
た
こ
と
で
す
。

寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）、
藩
医
の
宇

田
川
玄
随
が
、
わ
が
国
最
初
の
西
洋
内

科
書
と
な
っ
た
『
西
説
内
科
撰
要
』
を

刊
行
し
た
際
、
時
の
藩
主
松
平
康
哉

は
、
金
十
五
両
を
賞
与
し
、[

次
頁
へ]

日時　４月 24 日（水）受付 12 時 30 分
場所　山陽新聞社さん太ホール
総会 13 時～

平成 24 年度の事業、決算報告。新年度
の事業計画、予算、会則改正の審議
記念講演 13 時 45 分～
「犬も歩けば棒にあたる」～吉備国の話題

講師　佐藤光範氏（岡山歴史研究会顧問）
記念講演 15 時 15 分～
「こうして津山洋学は栄えた」（仮題）
講師  下山純正氏（津山洋学資料館館長）
この記念講演は、美作国建国 1300 年記念

事業の後援を受けています。

参加費　会員無料　一般 500 円（資料代）

平成 25 年度定期総会のご案内
日
時 

４
月
24
日
（
水
）
受
付
12
時
30
分

場
所 

山
陽
新
聞
社
さ
ん
太
ホ
ー
ル
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署
名
一
万
五
千
人
集
ま
る

「
山
田
方
谷
」
の
大
河
ド
ラ
マ
化

岡
山
歴
史
研
究
会
は
今
年
度
の
テ
ー
マ

に
「
山
田
方
谷
」
を
掲
げ
た
。
定
期
総
会

で
は
「
山
田
方
谷
を
語
る
」
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
秋
に
は
山
田
方
谷
の
足

跡
を
辿
る
探
訪
会
。
そ
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
化
実
現
全
国
百
万
人
署
名
運
動

に
取
り
組
中
で
す
。
当
会
で
は
既
に
約

一
万
五
千
人
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

昨
年
末
に
岡
山
駅
、
二
月
倉
敷
駅
（
写

真
左
）
の
署
名
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

国
も
地
方
も
財
政
再
建
は
今
の
時
代
が
求

め
る
テ
ー
マ
で
す
。
ド
ラ
マ
化
が
実
現
す

る
こ
と
で
高
梁
や
岡

山
が
盛
り
上
が
り
、

地
域
活
性
化
が
図
ら

れ
ま
す
。
実
現
の
た

め
に
引
き
続
き
頑
張

り
ま
す
。

写
真
解
説
：
宇
田
川
玄
真
の
著
し
た
『
醫
範

提
綱
』
と
『
内
象
銅
版
図
』。
医
学
書
に
初

め
て
銅
版
に
よ
る
解
剖
図
を
使
っ
た
こ
と
で

知
ら
れ
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
最
高
の
解
剖

学
書
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

[
前
頁
か
ら]

「
草
創
の
著
述
物
を
し
て

家
名
を
高
め
た
」
と
、
そ
の
功
績
を
た
た

え
て
い
ま
す
。
玄
随
の
養
子
と
な
っ
た
玄

真
が
、
文
化
二
年
（
一
八
○
五
）
に
当
時

の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
外
科
書
と
な
っ
た
『
醫

範
提
綱
』
を
出
版
し
た
時
に
は
、「
後
進

の
基
本
に
な
る
よ
う
な
書
物
を
著
し
た
」

と
褒
め
、「
出
版
費
が
相
当
か
か
る
よ
う

だ
か
ら
、
勝
手
（
会
計
係
）
に
話
し
て
金

を
借
れ
」
と
言
っ
た
こ
と
が
記
録
に
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
注
目
す
る
の
は
、
津
山
藩
で
は

藩
士
の
子
弟
が
遊
学
す
る
際
、
年
額
金
三

両
か
ら
五
両
の
学
費
を
支
給
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
洋
学
に
限
ら

ず
、
漢
学
・
医
学
・
武
術
な
ど
諸
方
面
に

わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
今
日
の
奨
学
金
制

度
が
す
で
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

第
二
は
、
宇
田
川
家
に
し
ろ
、
箕
作
阮

甫
を
筆
頭
と
す
る
箕
作
家
に
し
ろ
、
父
の

業
績
を
子
が
継
ぎ
、
そ
れ
を
孫
が
さ
ら
に

深
め
広
げ
る
と
い
う
よ
う
に
、
蘭
学
を
家

業
と
し
て
、
継
続
的
に
発
展
さ
せ
た
こ
と

で
す
。

全
国
に
優
れ
た
洋
学
者
の
出
た
町
は
あ

り
ま
す
が
、
多
く
は
単
発
的
で
、
後
継
が

続
か
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
津
山

の
場
合
は
珍
し
い
ケ
ー
ス
と
言
え
ま
す
。

第
三
は
、
津
山
の
洋
学
者
は
、
宇
田
川

玄
真
以
降
、
次
々
と
幕
府
の
天
文
台
や
蕃

書
調
所
な
ど
で
、
出
役
と
し
て
翻
訳
の
業

務
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
々
の

必
要
に
応
じ
て
、
親
藩
抱
え
、
つ
ま
り
体

制
側
の
有
能
な
洋
学
者
と
し
て
、
幕
府
の

仕
事
に
も
手
を
貸
し
て
い
た
わ
け
で
す
。

津
山
の
洋
学
者
た
ち
は
、
幕
府
を
批
判
し

て
非
業
な
死
を
遂
げ
た
渡
辺
崋
山
や
高
野

長
英
な
ど
の
よ
う
な
ド
ラ
マ
的
な
も
の
が

な
く
、
人
々
の
話
題
に
の
ぼ
る
こ
と
が
少

な
か
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。
し
か
し
そ
の

反
面
、
地
道
に
学
問
を
究
め
、
学
者
と
し

て
の
業
績
を
積
み
重
ね
、
そ
の
内
容
は
、

量
・
質
共
に
膨
大
な
も
の
に
な
っ
た
の
で

し
た
。

さ
ら
に
ま
た
、
官
学
の
側
に
い
た
こ
と

で
、
鎖
国
か
ら
開
国
へ
の
大
転
換
に
際

し
、
新
し
い
洋
学
へ
の
露
払
い
の
役
割
を

負
い
、
自
ら
の
手
で
新
時
代
の
扉
を
開
く

と
い
う
、
歴
史
的
な
役
割
を
演
ず
る
こ
と

に
も
な
る
の
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
津
山
は
内
陸
の

山
間
地
で
あ
っ
て
も
、
古
く
か
ら
出
雲
街

道
の
人
の
往
来
や
吉
井
川
の
舟
運
に
よ
っ

て
、
上
方
や
他
地
域
の
進
ん
だ
文
化
を
受

容
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

う
い
う
こ
と
で
、
辺
地
に
あ
り
が
ち
な
、

閉
塞
性
や
後
進
性
は
少
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

『
解
体
新
書
』
刊
行
以
降
広
が
る
「
江

戸
蘭
学
」。
そ
の
黎
明
期
か
ら
こ
れ
に
深

く
関
わ
り
、
近
代
諸
科
学
発
展
に
貢
献
し

た
郷
土
先
覚
の
動
静
は
、
藩
の
文
教
振
興

政
策
と
も
相
ま
っ
て
、
若
者
た
ち
を
鼓
舞

さ
せ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
明
確
に
言
い
切
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、こ
れ
が
俗
に
言
わ
れ
る「
津

山
の
洋
学
」
発
展
の
要
因
で
あ
っ
た
こ
と

は
確
か
な
よ
う
で
す
。
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昨
年
末
、
岡
山
に
て
、「
新
邪
馬
台
国

サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
た
。
邪
馬
台
国
の

所
在
地
に
つ
い
て
「
近
江
」
説
の
澤
井
良

介
氏
（
滋
賀
県
守
山
市
在
住
）、「
山
陰
」

説
の
田
中
文
也
氏
（
鳥
取
県
境
港
在
住
）、

「
吉
備
」
説
の
若
井
正
一
氏
（
静
岡
県
掛

川
市
在
住
）が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。「
吉

備
」
説
の
若
井
正
一
氏
は
「
大
和
・
狗
奴

国
に
よ
る
吉
備
・
邪
馬
台
国
の
制
圧
が
国

家
統
一
の
端
緒
と
な
っ
た
」
と
題
し
て
講

演
。
そ
の
要
旨
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

[

要
旨]

邪
馬
台
国
な
る
国
が
二
、三
世
紀
の
わ

が
国
に
あ
っ
た
こ
と
は
中
国
の
『
魏
志
』

倭
人
伝
に
よ
る
。
そ
の
所
在
地
に
つ
い
て

九
州
説
と
大
和
説
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
関

し
、
我
が
国
の
歴
史
書
『
古
事
記
』・『
日

本
書
紀
』
が
疎
ん
じ
ら
れ
て
き
た
。
す
べ

て
の
歴
史
資
料
を
総
合
し
て
判
断
す
る
必

要
が
あ
る
。
総
合
す
る
と
、
邪
馬
台
国
は

吉
備
に
、
そ
の
宿
敵
、
狗
奴
国
の
中
心
が

奈
良
盆
地
の
大
和
に
あ
っ
た
。
三
世
紀
後

半
に
大
和
王
権
が
吉
備
の
王
権
を
打
倒
す

る
こ
と
で
統
一
国
家
が
産
声
を
上
げ
た
と

考
え
る
。　

『
魏
志
』
倭
人
伝
は
順
に
、
邪
馬
台
国

及
び
諸
国
の
地
理
、
倭
人
と
そ
の
社
会
、

「
倭
国
乱
」
と
卑
弥
呼
の
治
世
、
卑
弥
呼

に
よ
る
対
中
国
外
交
、
卑
弥
呼
に
よ
る
対

狗
奴
国
戦
争
と
そ
の
後
の
展
開
か
ら
な

る
。　ま

ず
朝
鮮
半
島
を
離
れ
て
対
馬
国
、
一

大
国（
壱
岐
）、末
蘆
国（
肥
前
国
松
浦
郡
）、

伊
都
国
（
福
岡
県
糸
島
郡
）、
奴
国
（
福

岡
県
春
日
市
）、
不
彌
国
（
福
岡
県
宇
美

町
）、
投
馬
国
（
所
在
地
不
明
）、
邪
馬
台

国
と
の
記
述
。
不
彌
国
か
ら
水
行
二
〇
日

で
投
馬
国
、
さ
ら
に
水
行
一
〇
日
、
陸
行

一
月
で
邪
馬
台
国
。
卑
弥
呼
の
統
治
領
域

は
対
馬
、
壱
岐
、
北
部
九
州
を
含
む
三
〇

か
国
で
あ
る
こ
と
。
狗
奴
国
は
含
ま
れ
て

な
い
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。「
女
王
国

の
東
、
海
を
渡
る
こ
と
千
余
里
、
復
、
国

あ
り
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
邪
馬
台
国
は
臨

海
地
に
あ
る
と
読
み
取
れ
る
。
奈
良
盆
地

は
臨
海
地
で
は
な
い
。
人
口
に
つ
い
て
奴

国
は
二
万
余
戸
、
所
在
地
不
明
の
投
馬
国

は
五
万
余
戸
、
邪
馬
台
国
は
七
万
余
戸
と

あ
る
。
九
州
説
に
立
て
ば
、
三
世
紀
前
半

に
九
州
内
に
二
国
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

が
、該
当
す
る
遺
跡
は
見
つ
か
っ
て
な
い
。

前
後
の
『
後
漢
書
』
倭
人
伝
、『
晋
書
』

倭
人
伝
も
併
せ
読
む
必
要
が
あ
る
。
西
暦

二
六
六
年
か
ら
四
一
三
年
ま
で
倭
で
何
が

起
き
て
い
た
の
か
書
か
れ
て
な
い
。
約

一
五
〇
年
間
が
空
白
で
あ
る
。
五
世
紀
初

頭
に
中
国
南
朝
に
朝
貢
し
た
の
が
「
倭
の

五
王
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
通
説
通
り
大
和

王
権
だ
ろ
う
。
問
題
は
二
六
六
年
以
前
に

中
国
王
朝
と
好
を
通
じ
て
い
た
卑
弥
呼
の

王
権
で
あ
る
。『
魏
志
』
倭
人
伝
か
ら
卑

弥
呼
の
王
権
は
魏
と
文
書
を
用
い
て
外
交

し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
大
和

王
権
が
本
格
的
に
漢
文
を
学
び
始
め
る
の

は
４
世
紀
末
以
降
で
あ
る
。
従
っ
て
、
卑

弥
呼
の
王
権
と
大
和
王
権
と
は
別
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、大
和
説
は
誤
り
で
あ
る
。

二
世
紀
に
な
る
と
中
国
地
方
に
大
型
の
墳

丘
墓
が
作
ら
れ
た
。出
雲
の
西
谷
３
号
墓
、

邪
馬
台
国
は
吉
備
か

新
邪
馬
台
国
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
る

演者   若井正一氏

吉
備
の
楯
築
弥
生
墳
丘
墓
で
あ
る
。
こ
れ

は
傑
出
し
た
個
人
、
す
な
わ
ち
王
の
登
場

で
あ
る
。

中
国
鏡
の
出
土
は
一
世
紀
ま
で
は
北
部

九
州
に
偏
在
す
る
が
、
二
世
紀
以
降
は
西

日
本
全
体
に
拡
散
し
、
三
世
紀
前
半
に
な

る
と
中
心
は
近
畿
地
方
に
移
る
。
こ
の
時

期
、
河
内
を
起
源
と
す
る
庄
内
式
土
器
が

北
部
九
州
か
ら
大
和
ま
で
広
範
囲
に
移
動

し
た
。
こ
れ
ら
よ
り
、
一
世
紀
以
降
、
広

域
的
な
地
域
連
携
が
見
ら
れ
、
二
世
紀
に

な
る
と
、
と
り
わ
け
中
国
地
方
で
は
、
王

権
を
現
出
さ
せ
た
。
そ
し
て
三
世
紀
前
半

に
な
る
と
広
域
的
な
政
治
統
合
が
実
現
し

た
。そ
の
一
つ
が
卑
弥
呼
の
倭
国
で
あ
り
、

ま
た
一
つ
が
大
和
王
権
で
あ
る
。
考
古
学

者
は
倭
国
が
三
世
紀
前
半
の
最
も
強
大
な

国
と
し
て
い
る
が
、『
魏
志
』
倭
人
伝
に

よ
れ
ば
倭
国
は
二
四
七
年
に
は
国
力
の
衰

え
が
露
わ
で
あ
る
。
注
目
は
二
世
紀
。
倭

国
の
都
は
二
世
紀
も
三
世
紀
も
同
じ
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
卑
弥
呼
・
台
与
の
都
で
あ

る
。
以
上
か
ら
邪
馬
台
国
は
、
第
一
に
北

部
九
州
か
ら
日
本
海
な
い
し
は
瀬
戸
内
海

ル
ー
ト
で
至
る
場
所
。
第
二
に
臨
海
地
、

第
三
に
大
和
の
北
な
い
し
は
西
、
第
四
に

二
世
紀
に
最
大
の
政
治
権
力
が
存
在
し
た
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と
推
定
さ
れ
る
所
と
な
る
。
こ
の
点
で
吉

備
地
方
が
浮
か
ぶ
。
臨
海
地
で
あ
り
、
独

立
し
た
墳
丘
墓
が
あ
る
。

吉
備
に
は
二
世
紀
後
半
に
楯
築
弥
生
墳

丘
墓
が
築
か
れ
る
。
こ
れ
は
弥
生
時
代
を

通
し
て
全
国
的
に
最
大
規
模
の
墳
丘
墓
で

あ
り
、
前
方
後
円
墳
の
祖
形
で
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
重
要
な
の
は
特
殊
壺
・
特
殊
器

台
の
出
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
葬
送
祭
祀
に

用
い
ら
れ
た
祭
具
で
あ
る
。
祀
り
の
対
象

が
神
か
ら
人
へ
変
わ
っ
た
こ
と
の
考
古
学

的
証
で
あ
る
。
葬
送
祭
祀
は
古
代
王
権
の

存
在
の
根
幹
の
儀
式
で
あ
る
。
従
っ
て
、

特
殊
壺
・
特
殊
器
台
の
変
遷
は
吉
備
の
王

朝
の
消
長
を
表
す
。
そ
れ
は
三
型
式
に
区

別
さ
れ
、
年
代
的
な
変
遷
を
映
し
て
い

る
。
最
後

の
宮
山
型

は
畿
内
に

多
く
出
土

す
る
。
箸

墓
古
墳
の

考
古
学
的

推
定
は
三

世
紀
後
半

で
あ
る
。

三
世
紀
の

後
半
に
王
権
の
象
徴
が
吉
備
か
ら
大
和
へ

受
け
継
が
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
卑
弥

呼
の
時
代
で
あ
る
三
世
紀
前
半
は
向
木
見

型
の
時
期
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
の

墳
丘
墓
は
楯
築
に
比
べ
て
小
さ
い
が
、
分

布
す
る
領
域
は
広
い
。
吉
備
、
畿
内
地
方

に
あ
る
。
そ
の
内
、
最
大
は
長
さ
40
ｍ
、

高
さ
４
ｍ
の
鯉
喰
神
社
弥
生
墳
丘
墓
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
楯
築
の
そ
れ
を
継
ぐ
吉
備

の
大
首
長
、
す
な
わ
ち
卑
弥
呼
の
墓
と
結

論
づ
け
ら
れ
る
。

記
・
紀
に
な
い
邪
馬
台
国　

『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
に
は
邪
馬

台
国
の
記
録
は
な
い
。
三
世
紀
後
半
の
箸

墓
古
墳
に
始
ま
る
古
墳
時
代
が
大
和
か
ら

全
国
へ
拡
散
し
て
い
る
。
箸
墓
古
墳
が
作

ら
れ
た
の
は
崇
神
天
皇
の
治
政
で
あ
る
。

こ
の
時
代
に
大
和
政
権
は
各
地
の
平
定
に

成
功
し
た
。
そ
の
た
め
、崇
神
天
皇
は「
初

国
知
ら
し
し
御
真
木
天
皇
」（
初
め
て
国

を
統
治
し
た
天
皇
）と
称
え
ら
れ
て
い
る
。

古
墳
時
代
の
始
ま
り
と
大
和
王
権
の
主
役

時
代
の
始
ま
り
が
一
致
す
る
『
古
事
記
』、

『
日
本
書
紀
』
の
皇
統
譜
に
卑
弥
呼
・
台

与
に
該
当
す
る
女
帝
は
存
在
し
な
い
。
ま

た
、
魏
と
の
外
交
の
記
述
は
一
切
な
い
。

崇
神
天
皇
の
即
位
時
は
疫
病
の
流
行
や
内

部
の
反
乱
が
続
い
た
。
こ
れ
を
救
っ
た
の

は
孝
霊
天
皇
の
皇
女
、
倭
迹
迹
日
百
襲
姫

命
で
あ
る
。
そ
の
陵
こ
そ
が
箸
墓
古
墳
で

あ
る
。
崇
神
天
皇
は
体
制
を
固
め
、
満
を

持
し
、
四
道
将
軍
を
遣
わ
し
て
周
辺
国
を

平
定
し
た
。
そ
の
一
人
が
吉
備
津
彦
命
で

あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
吉
備
を
平
定
し
た

の
が
大
和
王
権
で
あ
る
。
最
近
の
考
古
学

は
箸
墓
古
墳
の
造
営
は
三
世
紀
後
半
と
し

て
い
る
。
と
す
る
と
、
崇
神
天
皇
の
治
政

と
卑
弥
呼
・
台
与
の
時
代
が
重
な
る
。
つ

ま
り
、
三
世
紀
後
半
に
卑
弥
呼
・
台
与
と

戦
っ
て
い
た
の
は
崇
神
天
皇
と
な
り
、
吉

備
政
権
を
滅
ぼ
し
た
の
は
崇
神
天
皇
で
あ

る
。
要
す
る
に
、
吉
備
邪
馬
台
国
と
戦
っ

て
い
た
狗
奴
国
は
大
和
王
権
で
あ
る
と
提

唱
す
る
。

邪
馬
台
国
は
ヤ
マ
タ
イ
国
と
読
む
が
、

本
来
は
ヤ
マ
ト
国
で
あ
る
と
い
う
の
が
現

代
の
国
語
学
者
の
見
解
で
あ
る
。
大
国
主

神
が
出
雲
か
ら
ヤ
マ
ト
へ
上
京
す
る
話
が

あ
る
。
出
雲
が
大
和
政
権
に
服
属
し
た
の

は
大
和
政
権
が
吉
備
を
制
圧
し
た
後
で
あ

る
。
こ
の
ヤ
マ
ト
は
吉
備
の
こ
と
で
は
な

い
か
。
二
世
紀
に
お
い
て
特
殊
壺
・
特
殊

器
台
が
吉
備
、
出
雲
の
双
方
の
古
墳
か
ら

出
土
し
て
お
り
、
す
で
に
交
流
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。「
御
諸
山
の
上
に
座
す

神
」
は
「
海
を
光
し
依
り
来
る
神
」
と
し

て
登
場
す
る
。海
か
ら
現
れ
た
神
で
あ
り
、

海
と
深
い
関
わ
り
の
あ
る
神
で
あ
る
。
瀬

戸
内
市
長
船
町
に
あ
る
美
和
神
社
が
鎮
座

す
る
広
高
山
は
古
来
「
三
輪
の
峰
」
と
呼

ば
れ
る
。
そ
の
主
神
は
大
物
主
神
で
あ

る
。
そ
こ
で
は
祭
り
の
前
夜
、
宮
司
ら
は

４
km
離
れ
た
牛
窓
町
尻
海
で
日
の
出
を
拝

し
、
海
水
で
禊
を
し
、
美
和
神
社
に
戻
っ

て
祭
典
を
執
り
行
う
。
主
賓
と
な
る
の
は

そ
こ
に
常
在
し
て
い
る
大
物
主
神
で
は
な

く
、
年
に
一
度
海
か
ら
来
る
神
を
示
唆
し

て
い
る
。
美
和
神
社
の
境
内
に
は
海
に
向

か
っ
て
遥
拝
す
る
場
が
あ
る
。『
古
事
記
』

の
神
話
で
「
海
を
光
し
依
り
来
」
て
「
御

諸
山
の
上
に
座
す
神
」
と
は
こ
の
神
と
考

え
る
。
神
話
で
い
う
「
御
諸
山
」
と
は
備

前
の
「
三
輪
の
峰
」
の
こ
と
に
な
る
。
こ

の
山
は
弥
生
時
代
の
吉
備
の
中
心
部
の
ほ

ぼ
真
東
に
位
置
す
る
。
だ
と
す
る
と
、「
大

和
の
青
垣
の
東
の
山
」と
い
う
表
現
の「
ヤ

マ
ト
」は
吉
備
を
指
す
こ
と
に
な
る
。『
古

事
記
』
神
話
の
ヤ
マ
ト
と
は
か
つ
て
ヤ
マ

ト
で
あ
っ
た
時
代
の
吉
備
を
指
し
て
い
る

と
考
え
る
。（
文
責　

楠
敏
明
編
集
委
員
）
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岡山城の周辺に文化施設が集中している地
域がある。これらがある９つの町内（中出石
町・上出石町・下出石町・石関町・天神町・
天神町南・兵団・弓之町・鷹匠町）会長らが
中心となり、カルチャーゾーンまちづくりの
会を 5 年前に結成した。

それらの施設はシンフォニーホール、オリ
エント美術館、県立美術館、後楽園、県立博
物館、岡山城、天神プラザ、更に私設の夢二
郷土美術館、林原美術館等で、岡山ではトッ
プクラスの文化施設を持ったカルチャーゾー
ンを呈している。

こうした文化施設を最大限に活かす岡山の
町づくりの活動を始めた。最初は旭川の未改
修堤防の改修実施の提案を岡山市長宛てに行
なうことから始まった。次第に、堤防に昇り
降りの手すりの設置や小学校の登下校の通学
道路の改修等、多くを手がけて来た。

これを契機に各大学がキャンパスを町内に
開設した。岡山大学・就実大学・岡山理科大学・
山陽学園大学の若い人達が集まりだし、文化
的雰囲気、活動が盛り上がってきた。

最近は後楽園へ通じる中出石町の通りを人
通りの多い、にぎわいのある町にすることに
精出している。

造山古墳蘇生会は 2009 年５月に結成、丸
4 年が経過した。この間、地元の振興事業に
参加。小学校の校外学習に協力、語り継ぎや
世代間交流の促進、他府県の文化遺産視察、
勉強会や講演会主催による高齢者の生きがい
作り、古墳の草刈りや小学児童との奉仕活動、
観光ガイドとしての啓発活動等々、文化遺産
を活用した地域づくりを行ってきた。

これまでに多くの人的交流が出来たことは
蘇生会の貴重な財産である。とりわけ我々を
嬉しく、心和ませるのは、子供たちから寄せ
られる素朴な感想文、熱い日差しの中で頑
張っているガイドの好評を耳にした時である。

千足古墳の石障取り出しに先駆け、2011
年有志 23 名は千束石切場・長砂連古墳（熊
本県上天草市）、鴨籠古墳（熊本県宇城市）、
熊本県立装飾古墳館、石人山古墳（福岡県八
女市）等を視察した。直弧文入り石障復刻を
思い描いての視察である。それ以来、直弧文
復刻に寄せる思いは膨み、千足古墳の文様を
描き続けた。

1 年半経た今、朝日新聞文化財団の助成、
地域の人びとの協賛及び顧問の彫刻家 西平
孝史氏の情熱に支えられ、直弧文入り石障の
再現が達成される運び。古墳から石障を取り
出したあの日、沈痛な面持ちで見送った地元
住民。彼らに、4 月 6 日（土）お披露目が出
来る。共に復刻の喜びを分かち合いたい。

カルまちの会（略称）

カルチャーゾーンまちづくりの会代表
大河原　喬（当会顧問）

団

体

紹

介

▼

石
障
﹁
直
弧
文
﹂
制
作
中
の
オ
ブ
ジ
ェ

▲

カ
ル
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
マ
ッ
プ

古代吉備の文様「直弧文」復刻
造山古墳蘇生会会長

定廣　好和（当会会員）
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■
編
集
後
記
■　

今
年
は
美
作
国
建
国
一
三

◯
◯
年
。
津
山
洋
学
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。
総
会

で
記
念
講
演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
昨
秋
の
邪
馬

台
国
サ
ミ
ッ
ト
。
吉
備
説
の
根
拠
が
興
味
深
か
っ

た
の
で
ペ
ー
ジ
を
割
き
ま
し
た
。
次
号
よ
り
楠
敏

明
氏
が
編
集
長
と
し
て
担
当
し
ま
す
。
山
本
事
務

局
長
と
の
コ
ン
ビ
で
新
展
開
を
期
待
し
て
い
ま

す
。（
山
崎
）

発　

行　

岡
山
歴
史
研
究
会

代　

表　

天
野
勝
昭

編
集
長　

山
崎
泰
二

事
務
局　

〒
７
０
１

－

１
３
３
２

　

岡
山
市
北
区
平
山
8
4
4
︱
86
山
本
方

電 

話　

0
8
6

・

2
8
7

・

6
2
2
6

http://b.okareki.net/

●
受
賞 

●　

当
会
顧
問
、芝
村
哲
三
氏
（
八
七

歳
）
は
吉
備
中
央
町
よ
り
有
功
表
彰
（
地
域
文
化

功
労
賞
）
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・  4 月 24 日（水）
第 25 回定期総会

・  6 月１日（土）
津山市・美作市探訪

・  6 月 25 日（火）
ミニ勉強会

・  7 月 23 日（火）
ミニ勉強会 

今 後 の 予 定

野
崎
豊
両
顧
問
の
案
内
、
岩
井
秀
勝
氏
（
会
員
）

の
先
達
に
よ
る
恩
徳
寺
で
の
安
全
祈
願
よ
り
出
発

し
ま
し
た
。
多
く
の
古
墳
、
古
い
寺
院
、
古
戦
場

あ
り
、
磐
座
（
い
わ
く
ら
）
あ
り
で
、
古
墳
だ
け

で
は
な
い
、
多
く
の
歴
史
遺
産
が
あ
る
こ
と
を
知

る
探
訪
会
と
な
り
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
展
望
の

旗
振
り
台
古
墳
で
昼
食
と
な
り
、
旭
川
の
下
流
域

に
広
が
る
沖
新
田
の
展
望
を
眺
め
、
津
田
永
忠
の

話
を
聞
き
な
が
ら
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

●会員の出版物紹介●
（過去一年以内）

『岡山県謎解き散歩』柴田一編著
新人物往来社文庫　￥950

『中世吉備の法観念史』田中修實著
日本文教出版　￥3,150

『またもやまたもや岡山雑学ノート』　第 9
集　赤井克己著　吉備人出版　￥1,260

漫画『会津に咲いた八重の桜　新島八重
幕末のジャンヌダルク』
原作　平茂寛（著者　岩下博美）
竹書房　 ￥600

『吉備の中山を歩く』
熊代哲士、熊代建治共著
日本文教出版　岡山文庫　￥903

エッセイ集『ピレネーがみえてきた』
岩田赳夫著
丸善出版　￥1,200 ＋税

冊子『東海～日向灘 4連動地震の津波対
策と総社市域の災害の歴史』
清水男著

第
五
回

探
訪
会

岡
山
操
山
ウ
オ
ー
ク

冬
晴
れ
の
一
月
十
二
日
（
土
）、
四
十
四
名
が

操
山
界
隈
を
歩
い
て
探
訪
し
ま
し
た
。上
原
道
弘
、

日
時　

４
月
６
日 

十
時
～
十
五
時

※ 
雨
天
の
場
合　

４
月
７
日

会
場　

造
山
古
墳
駐
車
場

和
太
鼓
・
ダ
ン
ス
・
三
味
線
餅
つ
き
等

日
本
蕎
麦
・
豚
汁
・
お
で
ん
等
の
出
店

主
催　

造
山
古
墳
蘇
生
会

第
二
回　

古
墳
ま
つ
り

直
弧
文
様
復
刻
オ
ブ
ジ
ェ
除
幕
式

お知らせ

第
六
回
探
訪
会　

６
月
１
日 （
土
）

津
山
市
・
美
作
市
探
訪

行
き
先
（
予
定
）

・
八
咫
（
や
た
）
の
鏡
発
掘
地

三
種
の
神
器
の
一
つ
、「
八
咫
の
鏡
」
が
発
掘

さ
れ
た
場
所
（
旧
作
東
町
）

・
出
雲
街
道
（
津
山
城
東
町
並
保
存
地
区
）

江
戸
時
代
の
町
並
が
残
る
。
箕
作
阮
甫
宅
等
の

歴
史
的
建
造
物
を
探
索
す
る
。

・
津
山
洋
学
資
料
館

江
戸
後
期
か
ら
維
新
に
か
け
津
山
で
は
多
く
の

洋
学
者
を
輩
出
し
た
。『
解
体
新
書
』
等
の
資

料
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

・
中
山
神
社

美
作
国
建
国
以
来
の
一
宮
。
国
の
重
要
文
化
財

が
数
々
残
っ
て
い
る
。

・
美
作
国
分
寺
跡

▼

岡
山
操
山
ウ
オ
ー
ク
、
恩
徳
寺
で
記
念
撮
影

発
掘
調
査
が
進
ん
だ
遺
跡
。

実
施
日　

６
月
１
日 （
土
）

案
内
人　

中
村
晋
也
・
濱
手
英
之

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

野
崎
・
佐
藤
顧
問


